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福岡アジア美術館アーティスト・イン・レジデンス事業

第1期のアーティスト6人が滞在制作を開始します！

令和６年度の福岡アジア美術館アーティスト・イン・レジデンス事業がスタートします！

第１期（７月～９月）はArtist Cafe Fukuoka（中央区城内）を拠点に、国内外からの６名の

アーティストが作品制作や市民との共同制作などを行います。７月１４日（日）には、福岡

での活動についてアーティスト自らが説明する「キックオフ・トーク」を開催。９月には滞

在成果を発表します。つきましては、当事業について取材、広報のご協力をお願いいたします。

【お問い合わせ】

学芸課 交流・教育係 担当：中尾・趙（ちょう）
TEL: 092-263-1103 FAX: 092-263-1105
e-mail: tomo@faam.ajibi.jp

●日 時 ７月１４日（日）１３：３０～１５：３０
申込不要、入場無料、日英逐次通訳（海外アーティストのみ）

●会 場 Artist Cafe Fukuoka（福岡市中央区城内２－５）

キックオフ・トーク

市政記者各位

レガ・アユンディア・プトゥリ [７月～９月滞在予定]
1988年生まれ、インドネシア在住。主に映像や立体作品を制作。

マハブブ・ジョキオ [７月～９月滞在予定]
1992年生まれ、パキスタン在住。魚をテーマに作品を制作。

エコ・ヌグロホ [８月～９月滞在予定]
1977年生まれ、インドネシア在住。主に絵画や立体作品を制作。

安田葉（やすだ・よう）[７月～９月滞在予定]
1988年生まれ、神奈川在住。芸術表現としての凧を制作。

浦川大志（うらかわ・たいし）[７月～１２月滞在予定]
1994年生まれ、福岡在住。「博多べい」をテーマに壁画を制作。

上村卓大（かみむら・たかひろ）[７月～１２月滞在予定]
1980年生まれ、福岡在住。「アイランド」という立体作品を制作。
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※浦川氏、上村氏は第２期（10月～12月）まで
継続して滞在します。


